
海の湖観光戦略2024-2028に基づく
2026年度アクションプラン

（5か年計画の3年目）

（公財）浜松・浜名湖ツーリズムビューロー



戦略の柱
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地域の事業者とつなぐプラットフォームとして活動します。新たな観光のプレイヤーを発
掘するとともに、次世代の観光産業を担う観光地域づくりの中核として成長していけるよ
う、セミナー・シンポジウムを開催します。また、職員は、専門知識取得のための講座に
積極的に参加します。

観光地域づくり

観光DXの推進

来訪者動向や宿泊者動向、ウェブ検索データなどのビッグデータを収集し、人流実態や動
向予測などのマーケティングデータを地域の事業者に提供します。将来的には、地域の事
業者がデータを活用することで、地域全体のマーケティング力を強化し、当地域の観光産
業の課題解決にも寄与します。

観光資源の効果的なPR
当地域に点在する観光資源を発掘し、これらをつなぐストーリーを発信することで、点を
線、そして面へと変化させます。そして「今だけ」「ここだけ」「あなただけ」の当地域
ならではの体験コンテンツを造成し、浜松・浜名湖エリアのブランド価値を高めます。
また、インバウンド観光客に対しても国や地域のニーズに応じた情報発信やコンテンツの
充実を図り、外国人の心に「刺さる」施策を展開します。

海の湖観光戦略2024-2028より



観光地域づくり 観光資源の効果的なPR 観光DXの推進

戦略の柱と実施事業
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1.地域観光資源活用推進事業 6.広域連携事業

2.地域観光情報発信事業 7.コンベンション支援事業

3.観光戦略管理事業
8.観光インフォメーション
センターの管理運営事業

4.海外誘客推進事業 9.事業共通経費

5.国内誘客推進事業



地域KGI

指標
単
位

2025年度目標 2025年度実績 2026年度目標 2028年度目標

旅行消費額（一人あ
たり）

円 26,000 取り纏め中 28,000 32,000

訪問客の満足度 ％ 90.0 取り纏め中 90.0 91.0

地域KPI

指標
単
位

2025年度目標 2025年度実績 2026年度目標 2028年度目標

観光交流客数 人 17,491,000 取り纏め中 18,366,000 20,250,000

宿泊者数（日本
人）

人 2,220,000 取り纏め中 2,331,000 2,571,000

宿泊者数（外国
人）

人 380,000 取り纏め中 399,000 440,000

旅行消費額（日
本人）

円 38,000 取り纏め中 40,000 45,000

旅行消費額（外
国人）

円 47,000 取り纏め中 50,000 56,000

リピーター率 ％ 76.0 取り纏め中 78.0 82.0

誘致会議における経
済波及効果

億
円 75 取り纏め中 77 80

目標（地域KGIと地域KPI）
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組織KPI

指標
単
位

2025年度目標 2025年度実績 2026年度目標 2028年度目標

自主事業による収益
額

円 5,066,000 4,068,372
（～12月）

5,320,000 5,865,000

滞在プログラム参加
者数（年）

人 1,340 1,045
（～12月）

1,407 1,550

滞在プログラム参加者
満足度 % 14.1 取り纏め中 14.8 16.3

来訪者の口コミ期待
度 % 38.1 取り纏め中 40.0 44.1

主なステークホル
ダーの満足度 % 46.7 取り纏め中 49.0 54.0

ウェブサイトPV数
（年）

P
V

2,717,000 2,380,897
（～12月）

2,989,000 3,617,000

ウェブサイト来訪者
数（年） 人 1,248,000 1,309,932

（～12月）
1,310,000 1,444,000

Instagramフォロワー
数

人 27,000 30,280
（12月末時点）

31,000 39,000

目標（組織KPI）
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2024年度事業の基本方針
（DMO強化期の1/5年目）

事業方針（2024年度）
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2018
2019

2020
2021

2022
2023

2024
2025

2026
2027

2028
2029

2030
2031

2032
2033

形成期

2018-2023

強化期

2024-2028

発展期

2029-2033

販売

商品 情報

商品を作り、売り、情報を活かす仕組みづくり



2025年度事業の基本方針
（DMO強化期の2/5年目）

事業方針（2025年度）
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2018
2019

2020
2021

2022
2023

2024
2025

2026
2027

2028
2029

2030
2031

2032
2033

形成期

2018-2023

強化期

2024-2028

発展期

2029-2033

販売

商品
情報

地域の商品生産力を爆上げする！



事業方針（2026年度）

8

2018
2019

2020
2021

2022
2023

2024
2025

2026
2027

2028
2029

2030
2031

2032
2033

形成期

2018-2023

強化期

2024-2028

発展期

2029-2033

情報

販売

商品

国内外市場への展開とMICE受入体制の充実

（商流構築・ランドオペレーション機能強化）

（造成とパッケージ化）



事業の基本方針
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国内外市場への展開

商流構築 コンサル機能強化商品の造成とパッケージ化

新規コンテンツ開発の継続とテーマごと
に編集し、ターゲットに応じた商品の
パッケージ化の推進

顧客リストではなく見込み顧客を獲得す
るための営業活動と商品流通経路の確立

旅行会社・オペレーターからの相談に対
するコンサルテーション充実による営業
リードの案件化

MICE受入体制の充実

アフターコンベンション提案と
ユニークベニューの開発

地域にあるものを活かしたコンテンツ開発とラインナップ化
を推進し、地域ならではのエクスカーションやユニークベ
ニューの提案による都市間競争力の強化

コンサル機能強化

MICE主催者からの相談に対するスピーディーなレスポンスと
有益な提案ができる体制・仕組みの構築による営業リードの
案件化



9.3%
4.0%

4.2%
9.2%

7.8%
0.3%

16.3% 10.5% 38.5%

2026年度事業別予算割合
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1.地域観光資源
活用推進事業
21,495千円

2.地域観光情報
発信事業
9,205千円

3.観光戦略管理
事業
9,633千円

4.海外誘客推進
事業
21,275千円

5.国内誘客推進
事業
18,068千円

6.広域連携事業

800千円

7.コンベンション支援事
業
37,681千円

8.観光インフォ
管理運営事業
24,265千円

９.事業共通経費

89,129千円

総予算 231,551千円



１.地域観光資源活用推進事業
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21,495千円

事業概要

観光客の当地域への来訪を促進するため、地域にある観光資源を活用し、来訪目的となる
観光プロダクトを開発して販売する。また、「満足度の向上→SNS等での口コミ拡散→認
知度の拡大→新規顧客の獲得」とした好循環を生み出す。

取組の方針

「サイクル」「バイク」「フラワー＆ガーデン」「ペット」については地域の事業者・団
体が主体的に関与・継続できる仕組みづくりを進める。
また、当地域ならではの自然・歴史・文化・人の魅力を活かした多様な観光プロダクトの
造成も継続する。
造成から販売までのＰＤＣＡサイクルを地域のステークホルダーとともにまわすことで商
品の質と量を担保し、観光客の期待を超える「刺さる体験」へと磨き上げる。



主な施策

• 多様なテーマの新商品開発と既存商品の磨き上げ
➢ サイクルツーリズム

• ハマイチ月間の開催
• サイクリスト受入環境整備と周遊促進

➢ フラワー＆ガーデンツーリズム
• ガーデンツーリズム推進会議事務局運営

✓ アメイジングガーデン浜名湖のブランディングとプロモーション
✓ 浜名湖花フェスタプロジェクトの運営

➢ バイクツーリズム
• バイクツーリングスポットとしての情報発信と認知向上
• ライダーの定期来訪につながる仕組みの構築
• 他地域との連携

➢ ペットツーリズム
• 浜名湖わんこ旅のブランディングとプロモーション

➢ その他歴史・文化・産業など当地域ならではの観光プログラムの開発と販売
• 開発手法の確立と組織＆地域へのノウハウ蓄積

• 地域OTA（やらまいかツーリズム）運営の最適化
➢ 事業者との役割分担によるOTA運営業務の効率化
➢ 売れるための掲載手法や素材選定（PDCAサイクル）
➢ 生成AIを活用した、運営業務効率改善と生産性向上

１.地域観光資源活用推進事業
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２.地域観光情報発信事業
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9,205千円

事業概要

旅先を検討している観光客に対して自社ウェブサイト（だいすきネット）やSNS
（Instagram、X、LINE）を活用し、地域の魅力を適時適切に情報発信する。

取組の方針

生成AIと人の編集力を組み合わせて記事制作体制を高度化し、検索エンジン対策だけでな
くAI検索の最適化にも取り組む。ウェブサイトについては「旅マエ」の観光客に対してタ
イムリーで有益な情報を発信することで“地域への実回遊と行動転換”を生むウェブメディ
アへ進化させる。SNSはファン形成と来訪動機づくりを主目的とする。
また、地域住民が観光商品を体験したり、感想をフィードバックできる場を提供すること
で、観光への共感を醸成するとともに地域の“熱い”ファンを拡大する。



２.地域観光情報発信事業
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主な施策

• ウェブサイトとSNSアカウントの運用
➢ ウェブサイト（だいすきネット）の定期的でタイムリーな記事更新により、ウェ

ブサイトへの流入増とサイト内滞在時間延長を図る
➢ ウェブサイト内回遊分析を元にしたユーザー動線の改修により、来訪ユーザーの

滞在時間延長を図る
➢ AIチャットボットの実働分析と反復学習により、来訪者が目的とする情報へのス

ムーズなアクセスを可能にする
➢ SNS（Instagram、X、LINE）を活用した地域ブランディングとフォロワーの獲得

により、ユーザーとの相互コミュニケーション体制を構築する
• フォトコンテスト（年４回予定）の実施

➢ 季節ごとにフォトコンテストをウェブとInstagram上で実施する
➢ 受賞作品を今後の観光PR用素材として活用する

• 浜松・浜名湖ファンクラブ制度の創設
➢ 公募で選ばれる従来の観光アンバサダー制度にかえて、地域ファンクラブメン
バー制度を創設。学生・主婦・アクティブシニアなど幅広い層の地域ファンコ
ミュニティを構築し、クラブ内メンバーによる体験商品のモニター体験や意見ヒ
アリングの場をつくるとともにファンクラブメンバー各自のSNSアカウントでの
自発的な情報発信を狙う。

別添資料参照



３.観光戦略管理事業
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9,633千円

事業概要

多様化する観光客のニーズの把握や、トレンド・市場の変化をとらえるための調査と分析
を通年で実施するとともに、データに基づいた観光施策立案サイクル（「データ収集」⇒
「分析」⇒「戦略への展開」）を構築する。必要な観光情報はできるだけ速やかに地域の
観光事業者（パートナー）と共有し、地域全体のマーケティング力を向上させるなど、地
域の稼ぐ力を支援する

取組の方針

来訪者満足度調査と各種観光データを統合的に活用し、施策の効果検証から改善提案まで
を一体的に行う観光戦略マネジメントの確立を目指す。
日本人・外国人観光客を対象とした満足度調査を通年で実施することで、調査データの蓄
積と精度向上を図り、来訪者の動向やニーズをより正確に把握する。
あわせて、ビューロー職員が先進事例の視察や専門知識の習得、資格取得、各種セミナー
や研修会への参加を通じて分析力と提案力を高めるとともに、得られた知見やデータを地
域の観光事業者へ還流する。
これにより、地域内におけるデータの共通言語化を進め、地域全体の意思決定の質を高め、
持続的な観光施策の改善につなげる。



３.観光戦略管理事業
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主な施策

• 観光マーケティングレポートの作成と共有
➢ 地域の観光事業者に向けて収集しているビッグデータを見える化して観光マーケ
ティングレポートとして提供

➢ マーケティングデータを地域の事業者様に活用してもらうことによる、地域全体
のマーケティング力の向上

• 地域来訪者満足度調査の実施と分析
➢ 満足度調査を通年で実施し、ウェブサイトおよびDMOパートナーズミーティング
などの場での地域の事業者への公開

➢ DMO登録要件変更への対応（必須KPIの変更）
• テーマ別の勉強会や交流会の実施

➢ デジタルマーケティングや歴史文化、インバウンドなどのテーマ別勉強会や交流
会の定期的な実施

• 観光人材の育成支援
➢ ビューロー職員が研修やセミナーで得た知見や情報を地域の事業者に還流する機
会の創出



４.海外誘客推進事業
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21,275千円

事業概要

外国人旅行客を増やすため、地域の資源（魅力）を外国人視点で編集した観光商品をオン
ラインチャネル（ウェブサイト・SNS・OTA等）とオフラインチャネル（ダイレクトセー
ルス・展示会・商談会）で販売する。

取組の方針

ターゲット像を明確に設定した上で、商談、FAMツアー、デジタル施策を相互に連動さ
せ、実需創出に直結する海外誘客モデルの構築を目指す。
具体的には、台湾のリピーター富裕者層を中心とした小グループから団体客（中部国際空
港を利用した往復動線）、欧米豪の富裕者層を中心とした小グループから団体客（いわゆ
るゴールデンルート移動層）、韓国のリピーター層を中心とした個人旅行者（富士山静岡
空港を利用した往復動線）、ならびにインド居住者の家族や友人などの関係者訪問需要を
重点ターゲットとして設定する。これらのターゲットに対し、多言語化されたウェブサイ
トを基盤とした情報発信や、訴求力の高いコンテンツを活用した広告展開を行うことで、
対象国・地域におけるエリア認知の拡大を図る。
あわせて、現地での商談やFAMツアーを通じて得られた知見を商品造成やデジタル施策
に反映させることで、販売チャネルと情報発信を一体化し、効率的かつ持続的な海外誘客
の実現につなげる。



４.海外誘客推進事業
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主な施策

直接的誘客施策（即効性の効果）
➢ 台湾 ：富裕者層を中心とした小グループから団体客
→FAMトリップからの商品造成、現地商談会への参加

➢ 欧米豪：の富裕者層を中心とした小グループから団体客
→名古屋DMCとのアライアンスによる販売と商品造成

➢ 韓国 ：リピーター層を中心とした個人旅行者
→富士山静岡空港レンタカー会社利用客に向けたプロモーション

➢ インド居住者：家族や友人などの関係者訪問需要
→居住者向けモニター体験の実施

間接的誘客施策（中長期的な効果）
➢ オウンドメディアへ掲載するコンテンツの拡充や多様なメディアとのクロスマー
ケティング等による、海外に向けたコンテンツマーケティングの実施（英語・繁
体字に加えてハングル語のコンテンツの拡充）

➢ ターゲットに応じた海外メディアやインフルエンサーの活用

別添資料参照



５.国内誘客推進事業
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18,068千円

事業概要

国内旅行客を増やすため、地域の資源（魅力）を多様なテーマでキュレーションした観光
商品をオンラインチャネル（HP・SNS・OTA等）とオフラインチャネル（ダイレクト
セールス・展示会・商談会）で販売する。

取組の方針

商品テーマ別および客層別に販売チャネルと営業手法を最適化することで、営業効率と成
約率の向上を図る。
従来の画一的な営業販売方法から脱却し、旅行会社、学校、企業研修など営業先の特性に
応じて、当地域の観光資源や体験価値をテーマに基づくストーリーとして再編集した上で
販売を行う。
あわせて、当地域ならではの体験商品については、特に反応が期待される販売先のエリア
や客層を選定し、小規模なテストマーケティング（FAM・モニターツアー）を実施する
ことで、商品の受容性や改善点を検証し、今後の展開に活かしていく。
さらに、季節性や商品特性に応じた広告配信や受入用ランディングページの整備など、国
内向けデジタルマーケティングを強化することで、学校、企業、旅行会社等からの問い合
わせや相談といった営業リードの獲得につなげ、持続的な国内誘客の基盤構築を目指す。



５.国内誘客推進事業
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主な施策

• 直接的誘客施策（即効性）
➢ 季節やテーマに応じた東京・大阪・名古屋の旅行会社への営業（ダイレクトセー
ルス・展示会・商談会）とFAMの実施

➢ ターゲットや商品特性に合わせた、観光コンテンツの情報提供
➢ ウェブサイトへの流入を促すデジタルマーケティングの実施
➢ 来訪ユーザーのIPアドレス分析
➢ 海なし市町へのテストマーケティング（小中学生親子のモニターツアーなど）

• 間接的誘客施策（中長期的な効果）
➢ SNSの活用による地域ブランディング
➢ フォロワーとの相互コミュニケーション体制の構築



６.広域連携事業
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800千円

事業概要

海外誘客と国内誘客を促進するため、近隣エリアとの広域的な連携事業をを促進する。

取組の方針

これまでに構築してきた既存ネットワークを最大限に活かしつつ、形式的な連携にとどま
らず、実務レベルでの共同事業や情報連携を重視することで、広域で「売れる商品」を具
体化していく。
県内外のDMOや観光協会等と積極的に関わりを持ち、調査事業や誘客事業に共同で取り組
むとともに、意見交換や情報交換を通じて、地域単独では解決が難しい課題に対して横断
的に取り組む関係性を構築する。
あわせて、行政区域の枠を超え、複数地域が共通のテーマやストーリーを設定することで、
広域ならではの魅力を打ち出した地域ブランディングを推進し、旅行商品としての競争力
向上と持続的な観光振興につなげていく。

主な施策

• 協議会や広域連携事業等への参画又は協力
➢ 東海地区外国人観光客誘致促進協議会
➢ 富士山静岡空港利用促進協議会
➢ 一般社団法人中央日本総合観光機構
➢ 三遠南信・伊勢志摩広域観光交流連携協議会
➢ 国道23号＆1号沿線観光交流ミーティング
➢ 奥三河観光協議会・ほの国東三河観光ビューローとの連携（三遠エリア）



７.コンベンション支援事業
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37,681千円

事業概要

展示会・商談会を通じたMICE主催者・PCO等へのオフライン誘致活動と、オウンドメ
ディアを通じたオンライン誘致活動により浜松地域へのコンベンション誘致を促進する。

取組の方針

感覚や勘に頼らず、数字や事実を根拠にした営業体制を確立し、見込み客の可視化から継
続的なフォローまでを一気通貫で行うことで、誘致件数および誘致の質の双方を高めるこ
とを目指す。
浜松医科大学および静岡大学との連携を強化し、担当教授等との日常的なコミュニケー
ションを通じて紹介営業を促進することで、研究分野や学会特性を踏まえた確度の高い誘
致案件の獲得につなげていく。
あわせて、デジタルツールを活用した営業DXを推進し、従来型の属人的な営業手法から
脱却し、顧客情報や反響データを活用した効率的な営業活動を展開することで、都市間競
争における当地域の優位性を確保する。
さらに、地域ならではのユニークベニューやエクスカーションに関する情報を整理・体系
化し、MICE開催地としての魅力を具体的に提案することで、浜松・浜名湖地域でしか実
現できない付加価値の高いコンベンション誘致を推進する。



７.コンベンション支援事業
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主な施策

• IPアドレス分析ツールの活用と反響営業への注力
➢ MICEウェブサイトへの来訪IPアドレス分析システムを活用し、新規顧客の顕在化
と営業アプローチ先の洗い出しを行うとともに、ウェブサイト訪問と問合せに対
する反響営業に注力することで見込み客への効率的なアプローチを実現

➢ サイト来訪者の閲覧ページ解析を通じた、顧客ごとのニーズ把握や傾向分析への
活用

➢ 関連施設との情報連携によるスムーズな問合せ対応環境の実現
• 顧客管理と営業フォロー体制の構築

➢ 商談会や展示会で入手した顧客情報を活かしてメールマーケティングを実施する
とともに、メールへの反応を元に顧客ステータスを分類し、定期的にステータス
別にニュースレターを送るなどの個別アプローチ

• 担当教授等とのコミュニケーション強化
➢ 定期的に施設見学会・相談会を開催し、担当教授等とのコミュニケーションの場
を設け、関係性を深めることで紹介案件の獲得

• 商品造成チームとの連携
➢ 商品造成チームと連携した、ユニークベニューやエクスカーション向けのオプ
ション商品ラインナップの拡充



８.観光インフォの管理運営事業
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24,265千円

事業概要

来訪者に対しての観光案内や情報発信等により、来訪者の満足度を高め、観光誘客の促進
に繋げる。また、浜松市の玄関口としてふさわしい対応を心がけ、新しい情報を来訪者に
届け、エリア全体の周遊観光の一助になるよう活動する。

主な施策

センター内のLED照明化を順次進め、浜松の玄関口の案内所にふさわしい場所に改修して
いく。（大規模修繕は浜松市予算にて実施）

R6年度

R7年度

R8年度～R10年度（順次）
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９.事業共通経費 89,129千円

事業概要

必要な事務を通して、円滑な事業を推進する。
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